
＜問合せ先＞総務課企画グループ  
電話052-212-2323 FAX052-212-3674 
〒460-0001 名古屋市中区三の丸1丁目9-3               

 

 愛知県図書館 企画展示 

 戦時中の子どもたちは、どのような生活を送っていたのでしょうか？ 

 「愛知・名古屋 戦争に関する資料館」所蔵の学童疎開に関する資料を中心に、当時の
子どもたちが使っていたおもちゃなどを展示します。 
 また、愛知県図書館が所蔵する図書資料も展示します。 
 
 夏休み、小中学生の皆さんに見ていただきたい展示です。 
 もちろん、高校生以上の皆さん、大人の方もぜひご覧ください。  

 学童疎開と子どもたち 

期間：2019年８月９日（金）～９月１１日（水） 
場所：愛知県図書館 ２階 エレベーター前 

【交通案内】 

 [地下鉄] 

 鶴舞線 または 桜通線「丸の内」下車 8番出口 

   ・鶴舞線「丸の内」駅から徒歩約8分 

 ・桜通線「丸の内」駅から徒歩約1５分 

 [市バス] 

 名古屋駅バス停8番のりば 
 幹名駅1・名駅14 
 「愛知県図書館」下車  徒歩３分 
 [なごや観光ルートバス「メーグル」] 
 「四間道」下車  徒歩３分 

 

 

【開館時間・休館日】 
午前１０時～午後８時 
（土・日・祝日は午後６時まで） 

休館日：月曜日、毎月第2木曜日（ただし、

その日が祝日にあたるときは開館し、次の平

日に休館します。） 

 

 駐車場は有料。台数に限りがありますので、 
公共交通機関での来館にご協力をお願いします。 

 

＜愛知県図書館＞ 

※展示やイベントのお知らせ等は、県図書館WebページやSNS（ツイッター、フェイスブック）にも掲載しています。 

 
 

携帯ＰＣ・ スマートフォン Tw itter Facebook



展示資料（一部・予定） ＜「愛知・名古屋 戦争に関する資料館」所蔵＞ 
 
・はがき（小学生慰問につき）、1940（昭和15）年 
 ・・・小学生から病気の兵士に送られたお見舞い状。 
 
・出世偉人飛び双六、1931（昭和6）年 
 ・・・雑誌『小学四年生』新年号付録の双六。マスの中には、乃木希典や東郷平八郎と 
  いった軍人がいる。 
 
・隣組(となりぐみ)かるた、1941（昭和16）年 
 ・・・『少女の友』第34巻第1号に付録として付けられたかるた。隣組は町内会・部落会の 
  下部組織として作られた数世帯単位の住民組織。 

 
 
展示図書（一部・予定） ＜愛知県図書館所蔵＞ 
 
・『戦争を知らない大人たちへ』 ゆり はじめ／著  
 マルジュ社 、1997.12  
 （B/210.75/ﾕﾘ/741848） 
 
・『場末の子 東京・葛飾1933～49年』 青木 正美／著  
 日本古書通信社、2009.10   
 （289.1/ｱｵ/1003316） 
 
・『学童集団疎開 受入れ地域から考える』 一條 三子／著  
 岩波書店、2017.10   
 （372.1/ｲﾁ/1143598） 
 
・『疎開の中にあった差別を見つめる 
 戦後65年シンポジウム，全国疎開学童連絡協議会創立25周年記念』   
 全国疎開学童連絡協議会、2013.3  
 （372.1/ｿｶ/1061713） 
 
・『語りつごうアジア・太平洋戦争』 和歌森 太郎／[ほか]編集  
 岩崎書店、1995.1   
 （J210/ﾜｶ/744734） 
 
・『日本のもと 』 齋藤 孝／監修  
 講談社、2011.3   
 （J302/ﾆﾂ/1032135） 
 
・『平和を考えよう』  竹中 千春／監修，下郷 さとみ／文  
 あかね書房 、2013.3 
 （B/J319/ｼﾓ/1062078） 
 


